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令和 2 年度筑波大学篤志解剖体慰霊式の中止について 

 

 

謹啓 盛夏の候ますます御清祥のことと存じ上げます。 

 

 筑波大学の教育・研究につきましては、かねてから格別のご協力をいただき厚

く御礼申し上げます。 

 

 さて、献体された故人の御霊に対し、そのご冥福をお祈りするため、篤志解剖

体慰霊式の開催を 10 月中旬に予定していたところですが、新型コロナウイルス

感染症の状況を鑑み、誠に勝手ながら今年度の開催を中止することといたしま

した。 

 

 急な決定となりましたこと深くお詫び申し上げます。何卒ご理解賜りますよ

うお願い申し上げます。 

 

           謹白 
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本来であれば慰霊式の場において、献体された故人の御霊に対しそのご冥福

をお祈りすべきところですが、このような次第となりましたことを、まずは深く

お詫び申し上げます。略儀ながら書中にてご挨拶申し上げます。 

医学類、看護学類、および医療科学類の教育と研究のために尊いご遺体を捧げ

ていただいた方々の御霊に対し、筑波大学を代表し、心より感謝の意を表し、安

らかなご冥福をお祈り申し上げます。 

また、最愛の肉親のご遺体を献体されることに進んでご同意くださいました

ご遺族の方々の並々ならぬご理解とご決意に対し、そして病理解剖をご承諾く

ださいましたご遺族の御心に対し、改めてここに深く敬意を表する次第です。 

白菊会会員をはじめとする関係の皆様には、献体運動に格別のご配慮とご尽

力を賜り、本学における解剖学分野の教育・研究の推進を支えていただきました

ことを心よりお礼申し上げます。 

医師、看護師、医学研究者達は皆、初めてご遺体に接した日々を鮮やかに記憶

しています。解剖という行為こそが、生と死を強く意識し、医学医療に携わる責

務の重大さを自覚する始まりとなるからです。この解剖教育によって、人体の素

晴らしさとその深遠さに触れることができ、改めて生命への畏敬の念を抱き、医

学や看護・医療を学ぶことの意味を再確認するのです。人体解剖は、このように

して、医学分野の教育と研究の発展に有形無形に多大な貢献をしてきたばかり

でなく、医学教育における人間性や倫理観の涵養の観点からも極めて重要な教

育の柱です。 

私たちは、ご遺体を捧げていただいた御霊、ご遺族並びに関係の皆様のご期待

に応えるために、さらなる医学の発展、看護・医療の充実を目指し、なお一層の

研鑽に努めることをお誓い申し上げます。 

 

 

筑波大学長 永田 恭介 

  



 医学の教育ならびに研究のためにご献体下されました方々の御霊に対し、衷

心よりご冥福をお祈り申し上げます。また、献体にご協力戴きましたご遺族の

方々に感謝申し上げるとともに厚く御礼申し上げます。 

 筑波大学医学群に所属する学生は、学類により学ぶ学年次こそ違え、いずれか

の学年で人体解剖学を学び、解剖実習を経験致します。この学習ならびに実習は、

全ての医学、医療を学ぶ者にとって、一生忘れる事のできない貴重な体験であり、

精緻を極めた人体構造とまさに神が創造したとしか思われないような素晴らし

い生命維持の仕組みに大きな驚きと感動を覚えるものであります。ご献体と向

き合う日々を通して、ご献体された方々と、ご協力戴きましたご遺族の方々への

思いを深め、人間への畏敬の念と、生死に関わる医学、医療を学ぶことへの真摯

な態度が涵養されます。 

 また、病理解剖によって得られた多くの所見を収集することは、未来の診断・

治療法の開発や改善、医学研究のさらなる推進など、医学、医療の進歩にとって

は不可欠であり、また大きな礎であります。尊いご遺体の病理解剖が、医学、医

療のさらなる進歩に大きく寄与しておりますことをご報告申し上げます。 

 ご献体戴きました方々の御霊に対して、心からご冥福をお祈りするとともに、

改めてご遺族の方々への感謝の意を表します。 

 

筑波大学医学群長 田中 誠 

 

 

 

 

 解剖実習のために御献体くださいました方々に、医学群学生一同、謹んで追悼

の意を表します。 

 私たちは、御献体くださいました白菊会会員の皆様、並びにご遺族の方々のご

厚意により、例年解剖実習を行うことができています。現在は、新型コロナウイ

ルス感染症の影響により予定通り解剖実習が進んでいない状況ではありますが、

毎回の実習の前後に黙祷が行われるたびに、身が引き締まる思いを感じ、それは

実習を行っている期間途切れることはありません。解剖実習を通じ、私たちは医

学群に入学して初めて、自分たちが医学の道に進んだ本当の意味を考えさせら

れます。 

 皆様の期待に沿えるよう、私たちは勉学に励み、人の気持ちを思いやり、他者

の痛みを理解することのできる医療者・医学研究者になるべく精進して参りま

すことを誓います。 

 御献体いただきました方々のご冥福を心よりお祈り申し上げますとともに、

肉親の死に際し、悲しみや苦しみの中、御献体にご理解くださり、ご協力いただ

いたご遺族の皆様の計り知れないご厚意に改めて感謝申し上げます。 

 

筑波大学医学群学生一同 


